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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、障害者優先スポーツ施設におけるサービス方略の現状を明らかにす
ることである。障害者優先スポーツ施設114施設（日本障がい者スポーツ協会加盟25施設、非加盟89施設）およ
び一般公共スポーツ施設109施設を対象に、郵送法による質問紙調査を実施した。加盟19施設（73%）、非加盟62
施設（70%）、一般公共52施設（48％）の回答を得た。サービス方略の次元毎に主成分分析を施し、第1主成分得
点を利用して3つのタイプを比較した結果、5次元全てにおいて非加盟施設が低いことが明らかになった。非加盟
施設は小規模であるが故に独自でサービス方略を展開することが厳しい様子である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to elucidate the current situations and issues
 in service strategies of sport facilities for the people with disabilities in Japan. A 
questionnaire survey targeted at sport facilities both especially for the people with disabilities 
(n=114; members of the JPSA, n=25; not members of the JPSA, n=89 ) and for the general public people
 (n=109) had been carried out by postal mailing method, and 135 facilities, 73.0% among members (n=
19) ,70.0% among non-members (n=62) and 48％among full inclusive (n=52), answered. Principal 
component analysis (PCA) was conducted for 5 dimensions of service strategy respectively. The three 
types of facilities were compared using the first principal component score, and I obtained that the
 non-members were strategy lower than other type’s facilities about 5 dimensions of service. 
Because the size of the non-member facilities are small, it is difficult for them to create unique 
services by their own.

研究分野：アダプテッドスポーツ科学　スポーツマネジメント

キーワード： 障害者スポーツ　地域　公共スポーツ施設　障害者優先スポーツ施設　インクルージョン　サービス方
略　組織特性
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１．研究開始当初の背景 
2012 年に策定されたスポーツ基本計画で
は、地域の公共スポーツ施設が障害者を受け
入れる際に必要な運営上・指導上の留意点を
明らかにすることを課題としている。地域に
おける障害者のスポーツは、障害者優先スポ
ーツ施設がリードしてきた経緯がある。障害
者優先スポーツ施設を含めた公共スポーツ
施設は、2003 年に提唱された指定管理者制度
の導入に伴い、多様化する市民ニーズに対応
した効果的、効率的なサービスの提供が求め
られるようになった（小林 2004）。したがっ
て、各公共スポーツ施設においては、障害者
のユーザーニーズに基づいて継続利用者を
育むようなサービスを提供するための方略
が課題となっている。 
 しかし、障害者が利用する公共スポーツ施
設のサービス方略に目した先行研究は極め
て乏しく、山下・金山ほか（2003）が公共・
民間のフィットネスクラブのサービス方略
を検討した報告において、障害者優先スポー
ツ施設が一部取り上げられているのみであ
る。国内の障害者優先スポーツ施設では、果
たしてどのようなサービス方略が展開され
ているのであろうかと疑問が残る。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、(1)障害者優先スポーツ施設
で展開されるサービス方略の特徴を明らか
にすることを 1 つ目の目的に、(2)障害者優
先施設をサービス方略別に分類することに
より、方略に影響を及ぼす組織的要因を明ら
かにすることを2つ目の目的として取り組ん
だ。 
 
３．研究の方法 
（1）対象： 
障害者優先スポーツ施設 114 施設（日本障
害者スポーツ協会加盟 25 施設、非加盟 89 施
設）、比較対象としての地域の一般公共スポ
ーツ施設（政令市、中核市、特例市、特別区
からプール、ジム、アリーナを有している全
ての 109 施設）を対象に、①郵送法による質
問紙調査を実施した。回答は各施設「スポー
ツ指導責任者」1 名より求めた。（調査期間
2015 年 12 月～2016 年 1 月）。回収率は、加
盟施設 19 施設（回収率 73％）、非加盟施設
64 施設（62 施設 70％）、一般公共施設一般公
共スポーツ施設 52 施設（回収率 48％）であ
った。内訳を表 1に示す。 
 
②施設の分類結果から非加盟組織におい
ては、モデルになっている 2施設（設置者：
下関市,兵庫県）を対象に、半構造化面接法
によるヒアリング調査を実施した（2017 年
12 月）。 
 
（2）調査内容： 
目には見えないサービス（無形性）に対す
る「有形化方略」、生産と消費の同時性（非

分離性）に対して、需要と供給のバランス化
を図る「同期化方略」、1回限りで消えてしま
う（消滅性）に対応して、イメージの一貫性
や統一性を訴求する「同一化方略」、活動の
結果のみではなくプロセスを含めた経験（プ
ロセス特性）への対応として「システム化方
略」、一期一会であるスポーツサービス（異
質性）の均質性を保つ「同質化方略」である。
それぞれは 5 つの質問項目（5 点リカート尺
度）をもった。組織特性は、組織構造（3 次
元：複雑性、集権化、公式化）コミュニケー
ション（4 次元：情報伝達力、情報収集力、
職務内コミュニケーション、職務外コミュニ
ケーション）組織の役割モデル度である。 
 

表 1 対象の内訳 

 
（3）分析： 
①質問紙調査は、サービス方略、組織構造、
モデル度等は、次元毎に主成分分析を施し、
得られた第 1主成分得点を利用した。組織の
分類には、クラスター分析（ウォード法、平
方ユーグリッド距離）施した。各項目につい
ては、一元配置の分散分析を施した後、関連
要因を多重比較した。②ヒアリング調査は、
全ての発言内容を逐語録として文章におこ
し、カテゴリー別に整理した。 
 
４．研究成果 
（1）関連要因の検討： 
障害者スポーツ協会加盟施設（n=19)、障
害者スポーツ協会非加盟施設（n=62)、一般
公共スポーツ施設（n=52)の関連要因を比較

n （％） n （％） n （％）
北海道 0 0.0 3 4.8 2 3.8
東北 1 5.3 9 14.5 3 5.8
関東 4 21.1 8 12.9 17 32.7
北陸・信越 2 10.5 5 8.1 4 7.7
中部 0 0.0 7 11.3 7 13.5
近畿 7 36.8 10 16.1 6 11.5
中国・四国 3 15.8 8 12.9 10 19.2
九州・沖縄 2 10.5 12 19.4 3 5.8
合計 19 100.0 62 100.0 52 100.0
1979年以前 2 10.5 17 27.4 6 11.5
1980年代 6 31.6 35 56.5 11 21.2
1990年代 8 42.1 2 3.2 21 40.4
2000年代 2 10.5 3 4.8 8 15.4
2010年以降 1 5.3 1 1.6 4 7.7
無回答 0 0.0 4 6.5 2 3.8
合計 19 100.0 62 100 52 100.0
障害者専用型 2 10.5 5 8.1
障害者優先共用型 17 89.5 51 82.3
一般公共障害者重視型 0 0.0 4 6.5
無回答 0 0.0 2 3.2
合計 19 100.0 62 100.0
国 0 0.0 5 8.1 0 0.0
都道府県 11 57.9 23 37.1 0 0.0
区市町 8 42.1 31 50 50 96.2
その他 0 0.0 1 1.6 0 0.0
無回答 0 0.0 2 3.2 2 3.8
合計 19 100.0 62 100 52 100.0
公益財団法人 4 21.1 10 16.1 24 46.2
一般社団法人 0 0.0 1 1.6 0 0.0
公益社団法人 1 5.3 2 3.2 2 3.8
社会福祉法人 12 63.2 24 38.7 0 0.0
NPO法人 1 5.3 5 8.1 1 1.9
民間企業 1 5.3 4 6.5 19 36.5
その他 19 100.0 13 21.0 5 9.6
無回答 0 0.0 3 4.8 1 1.9
合計 19 100.0 62 100.0 52 100.0
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することにより、障害者優先スポーツ施設の
特徴を把握した。非加盟施設は、利用者、ス
タッフ共に規模が小さい。本調査に回答した
一般公共スポーツ施設の
人利用があることが明らかになった（表１
表 2参照）
 
表 2 

 
表 3
 
 
 
 
 
 
 
 
（2）施設種類別に見たサービス方略の特徴：
サービス方略と組織特性の各概念および
次元について、それぞれ主成分分析を施し
（固有値
分得点を用いて、各種施設別に比較した。サ
ービス方略では、
加盟障害者優先スポーツ施設が
値を示した。協会加盟施設と一般公共スポー
ツ施設間には差を認めていないことから、施
設設備の所有数、利用者数、スタッフ数等、
組織の規模が関与していると予想した。組織
特性でも非加盟施設が低くなった。結果から、
非加盟施設は組織構造（複雑性、集権化、公
式化）のいずれもが低く、状況即応的な有機
的組織であることが示唆された（野中
ただ、情報収集力の低さは、現場の状況を把
握し難く、サービス方略を展開し難いことを
示した
  

図 1 
 
（3）サービス方略にみた協会加盟施設の類

総スタッフ数

スポーツ関連スタッフ数
スポーツ関連常勤スタッフ数

 多重比較：総スタッフ数全ての項目において②<①*③***,スポーツ関連スタッフ数②<①**③**,常勤スタッフ数②<①**③**

カテゴリー

*p<0.05,*p<0.01,***p<0.001

障害のある人のグループが定期的にプールを利用している
特別支援学校や障がい者施設と連携した事業を企画運営した
その他

障害のある人がトレーニングジムを個人で利用している
障害のある人がプールを個人で利用している
通常のスポーツ教室の参加者に障害のある人がいる
障害のある人を対象としたスポーツ教室を開催している
障害のある人のグループが定期的に体育館を利用している

することにより、障害者優先スポーツ施設の
特徴を把握した。非加盟施設は、利用者、ス
タッフ共に規模が小さい。本調査に回答した
一般公共スポーツ施設の
人利用があることが明らかになった（表１
参照）。 

 スタッフ数にみた施設の特徴

3 一般公共スポーツ施設の障害者利用状況

）施設種類別に見たサービス方略の特徴：
サービス方略と組織特性の各概念および
次元について、それぞれ主成分分析を施し
固有値 1.976～
分得点を用いて、各種施設別に比較した。サ
ービス方略では、
加盟障害者優先スポーツ施設が
値を示した。協会加盟施設と一般公共スポー
ツ施設間には差を認めていないことから、施
設設備の所有数、利用者数、スタッフ数等、
組織の規模が関与していると予想した。組織
特性でも非加盟施設が低くなった。結果から、
非加盟施設は組織構造（複雑性、集権化、公
式化）のいずれもが低く、状況即応的な有機
的組織であることが示唆された（野中
ただ、情報収集力の低さは、現場の状況を把
握し難く、サービス方略を展開し難いことを
した。 

 施設別にみたサービス方略の特徴

）サービス方略にみた協会加盟施設の類

n Mean SD n Mean

19 32.5 30.4 58 12.0

19 17.7 21.6 56
スポーツ関連常勤スタッフ数 19 9.7 5.8 57

 多重比較：総スタッフ数全ての項目において②<①*③***,スポーツ関連スタッフ数②<①**③**,常勤スタッフ数②<①**③**

①スポ協加盟 ②非加盟

*p<0.05,*p<0.01,***p<0.001

障害のある人のグループが定期的にプールを利用している
特別支援学校や障がい者施設と連携した事業を企画運営した

カテゴリー
障害のある人がトレーニングジムを個人で利用している
障害のある人がプールを個人で利用している
通常のスポーツ教室の参加者に障害のある人がいる
障害のある人を対象としたスポーツ教室を開催している
障害のある人のグループが定期的に体育館を利用している

することにより、障害者優先スポーツ施設の
特徴を把握した。非加盟施設は、利用者、ス
タッフ共に規模が小さい。本調査に回答した
一般公共スポーツ施設の 95％は、障害者の個
人利用があることが明らかになった（表１

スタッフ数にみた施設の特徴

一般公共スポーツ施設の障害者利用状況

）施設種類別に見たサービス方略の特徴：
サービス方略と組織特性の各概念および
次元について、それぞれ主成分分析を施し

～3.058）、得られた第
分得点を用いて、各種施設別に比較した。サ
ービス方略では、5 次元のいずれも
加盟障害者優先スポーツ施設が
値を示した。協会加盟施設と一般公共スポー
ツ施設間には差を認めていないことから、施
設設備の所有数、利用者数、スタッフ数等、
組織の規模が関与していると予想した。組織
特性でも非加盟施設が低くなった。結果から、
非加盟施設は組織構造（複雑性、集権化、公
式化）のいずれもが低く、状況即応的な有機
的組織であることが示唆された（野中
ただ、情報収集力の低さは、現場の状況を把
握し難く、サービス方略を展開し難いことを

たサービス方略の特徴

）サービス方略にみた協会加盟施設の類

Mean SD n Mean SD

12.0 20.5 52 41.2 38.7

3.9 6.7 52 14.8 21.5
2.5 3.2 52 6.5 6.2

 多重比較：総スタッフ数全ての項目において②<①*③***,スポーツ関連スタッフ数②<①**③**,常勤スタッフ数②<①**③**

②非加盟 ③一般公共

障害のある人のグループが定期的にプールを利用している
特別支援学校や障がい者施設と連携した事業を企画運営した

カテゴリー
障害のある人がトレーニングジムを個人で利用している
障害のある人がプールを個人で利用している
通常のスポーツ教室の参加者に障害のある人がいる
障害のある人を対象としたスポーツ教室を開催している
障害のある人のグループが定期的に体育館を利用している

することにより、障害者優先スポーツ施設の
特徴を把握した。非加盟施設は、利用者、ス
タッフ共に規模が小さい。本調査に回答した

％は、障害者の個
人利用があることが明らかになった（表１

スタッフ数にみた施設の特徴 

一般公共スポーツ施設の障害者利用状況

）施設種類別に見たサービス方略の特徴：
サービス方略と組織特性の各概念および
次元について、それぞれ主成分分析を施し

）、得られた第 1 主成
分得点を用いて、各種施設別に比較した。サ

いずれもが協会非
加盟障害者優先スポーツ施設が優位に低い
値を示した。協会加盟施設と一般公共スポー
ツ施設間には差を認めていないことから、施
設設備の所有数、利用者数、スタッフ数等、
組織の規模が関与していると予想した。組織
特性でも非加盟施設が低くなった。結果から、
非加盟施設は組織構造（複雑性、集権化、公
式化）のいずれもが低く、状況即応的な有機
的組織であることが示唆された（野中 1978
ただ、情報収集力の低さは、現場の状況を把
握し難く、サービス方略を展開し難いことを

たサービス方略の特徴 

）サービス方略にみた協会加盟施設の類

F値

12.983 ***

7.890 ***
17.869 ***

 多重比較：総スタッフ数全ての項目において②<①*③***,スポーツ関連スタッフ数②<①**③**,常勤スタッフ数②<①**③**

n
44
49
19
14
18
28
5
4

障害のある人のグループが定期的にプールを利用している
特別支援学校や障がい者施設と連携した事業を企画運営した

障害のある人がトレーニングジムを個人で利用している

障害のある人を対象としたスポーツ教室を開催している
障害のある人のグループが定期的に体育館を利用している

することにより、障害者優先スポーツ施設の
特徴を把握した。非加盟施設は、利用者、ス
タッフ共に規模が小さい。本調査に回答した

％は、障害者の個
人利用があることが明らかになった（表１,

一般公共スポーツ施設の障害者利用状況 

）施設種類別に見たサービス方略の特徴： 
サービス方略と組織特性の各概念および
次元について、それぞれ主成分分析を施し

主成
分得点を用いて、各種施設別に比較した。サ

協会非
低い

値を示した。協会加盟施設と一般公共スポー
ツ施設間には差を認めていないことから、施
設設備の所有数、利用者数、スタッフ数等、
組織の規模が関与していると予想した。組織
特性でも非加盟施設が低くなった。結果から、
非加盟施設は組織構造（複雑性、集権化、公
式化）のいずれもが低く、状況即応的な有機

1978）。
ただ、情報収集力の低さは、現場の状況を把
握し難く、サービス方略を展開し難いことを

）サービス方略にみた協会加盟施設の類

型化：
加盟施設
25
分析（ウォード法、平方ユーグリッド距離）
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